
JFEの高剛性壁体
Jドメール®

Jドメール®サイト
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製品写真

断面
形状機械的

性　質

500

H t1
t2

9.5

B
H形鋼

直線形
鋼矢板

N/mm2 N/mm2
降伏点 引張強さ 伸  び

試験片 %
JD490 490～610

規格

1A号315 以上 17 以上
参)SM490A 490～610 1A号315 以上 17 以上

断面性能

従来の直線形鋼矢板(FL)

Jフラットパイル®

小型の直線形鋼矢板を使用小型の直線形鋼矢板を使用

JFEの高剛性壁体「Jドメール®」

Jドメール®には、継手形状を改良・小型化して従来の
直線形鋼矢板（FL）に比べ14%軽量化したJFE独自の
直線形鋼矢板(Jフラットパイル®)を使用しています。Jドメール®

Ｊドメール®は、JFEの直線形鋼矢板とH形鋼を組み合わせた高剛性の土留め用壁体です。
道路、鉄道、港湾、河川分野の地下構造物等を中心として
様々な構造物の擁壁を構築できます。

JD350SLH 350 × 350

呼称寸法 1本当たり 壁幅1m当たり 施工方法

高さ × 辺 H B t1 t2
(mm) (mm)(mm) (cm2/本) (cm4/本) (cm3/本)(kg/m/本) (cm2/m) (cm4/m) (cm3/m)(kg/m/m)

H形鋼寸法
型式 断面積 単位重量 単位重量断面二次

モーメント 断面係数 断面二次
モーメント 断面係数断面積 圧入

工法
振動
工法

直線形
鋼矢板
の板厚

350 350 12 19 9.5
JD390SLH 400 × 300 390 300 10 16 9.5

JD440SLH 450 × 300 440 300 11 18 9.5
JD488SLH 500 × 300 488 300 11 18 9.5

JD500SLH※

※
※

※
※

※
※

500 × 300 500 300 16 28 9.5

JD550SLH 550 × 300 550 300 16 28 9.5
JD588SLH 600 × 300 588 300 12 20 9.5

JD600SLH 600 × 300 600 300 16 32 9.5

JD400SLH-S 400 × 200 400 200 8 13 9.5
JD450SLH-S 450 × 200 450 200 9 14 9.5

JD500SLH-S 500 × 200 500 200 10 16 9.5

JD600SLH-S 600 × 200 600 200 11 17 9.5

JD700SLH 700 × 300 700 300 13 24 9.5
JD800SLH 800 × 300 800 300 14 26 9.5
JD900SLH 900 × 300 900 300 16 28 9.5

JD1000SLH-L 1000 ×350 1000 350 19 40 9.5
JD1000SLH 1000 ×300 1000 300 19 36 9.5

239.3
200.7

221.3
226.6

307.9

315.9
254.6

346.6

150.8
162.8

179.7

199.1

298.9
330.9
373.2
462.5
525.0

187.9
157.9

173.9
177.9

241.9

247.9
199.9

271.9

118.3
127.8

141.1

155.9

234.9
259.9
292.9
362.9
411.9

54,800
55,100

77,600
97,400

139,000

171,000
157,000

226,000

38,600
53,100

73,400

116,000

261,000
372,000
516,000
778,000
922,000

2,440
2,110

2,700
3,070

4,560

5,130
4,220

6,310

1,330
1,660

2,130

2,880

6,090
7,730
9,710

13,500
16,300

478.6
401.4

442.6
453.2

615.8

631.8
509.2

693.2

301.5
325.7

359.4

398.2

597.8
661.8
746.4
925.0

1050.0

375.8
315.8

347.8
355.8

483.8

495.8
399.8

543.8

236.6
255.6

282.2

311.8

469.8
519.8
585.8
725.8
823.8

111,000
111,000

156,000
196,000

280,000

345,000
316,000

455,000

78,400
107,000

148,000

234,000

525,000
748,000

1,030,000
1,560,000
1,840,000

4,920
4,260

5,440
6,180

9,170

10,300
8,480

12,600

2,690
3,360

4,290

5,800

12,200
15,500
19,400
27,200
32,700

※ 適用にあたりましては、事前にご相談ください。



- 2 -

コンパクトで高い剛性1 本設で利用2

Jドメール®

鋼管矢板

H 鋼パイラー

鋼管パイラー

敷地境界

敷地境界

Jドメール®はソイルセメント壁や鋼管矢板壁と比べ
300～500mm程度薄壁化が可能です。

狭隘地でも施工可能4

離隔大

離隔小

Jドメール®の特長

従来工法 Jドメール®
掘削幅 掘削幅

壁厚と断面二次モーメントの関係

山留壁として利用したJドメール®を本体利用しボックス
カルバートを構築することが可能です。

鋼管矢板に比べ、圧入機の幅がコンパクトで、敷地境界か
らの離隔を最小にできます。

他工法 圧入工法

幅広い施工方法3

杭打機

圧入機

Jドメール®

圧入工法、または振動工法にて施工し、用途に応じた施工
法を選定できます。

低騒音・低振動施工が可能です。
狭隘地施工、低空頭施工にも対応可能です。

施工が簡単で打設能率が高いです。

圧入工法圧入工法 振動工法（バイブロハンマ工法）振動工法（バイブロハンマ工法）

Ｊドメール®の施工法

Jドメール®

圧入機

コンクリート床版

コンクリート床版
Jドメール®

化粧コンクリート
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Jドメール®



道路分野での適用
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狭隘な法面に高剛性の自立式擁壁を築造できます。
仮設土留めが不要で工期を大幅に短縮できます。

拡 幅

拡幅前

道路擁壁への適用例

コンクリート充填

道路拡幅適用イメージ

拡幅後

改修前道路幅員
改修前法面

Jドメール®

Jドメール®
化粧版

拡幅前 拡幅後

従来工法 Jドメール® 既存道路を供用しながらの道路拡幅イメージ

改修前
道路幅員

拡幅

Jドメール®

既存道路を供用しながら、省スペースでの道路拡幅を実現します。
圧入・吊込作業のシステム化によりコンパクトな施工が可能です。

道路拡幅-１(後背地のない場所での道路拡幅)1

道路拡幅-2 (限られた施工スペースで施工)2



鉄道分野での適用
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鉄道近接掘削工事への適用イメージ

打設後の状況例 鉄道近接施工イメージ近接施工例

鉄道近接の掘削工事による地盤変位対策工として使用できます。
作業スペースが限られたエリアでの近接施工が可能です。

Jドメール®

Jドメール®

時間制約のある場所での施工1

線路近接での施工2

圧入機施工状況 開放時(昼間)イメージ図

Jドメール®

圧入機

開放時（昼間） 作業時（夜間）

昼間は圧入機を線路間へ残置することで、効率的な工事ができるため、
終電～始発までの限られた時間内での施工に対応可能です。
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U形
鋼矢板

防潮堤の施工1

護岸における空頭制限下・近接施工条件下での施工2

壁高が高く剛性の必要な
箇所にJドメール®を適用

港湾・河川分野での適用

河川有効幅を広くとれます

橋脚に近接した仮締切り施工状況

上部に障害物があっても施工可能

橋桁などの空頭制限下での施工も可能です。鋼管矢板に比べ薄壁化が図れるとともに敷地
境界からの近接施工が可能で、河川有効幅を広くすることが可能です。

高潮・津波対策の防潮堤として
自立式擁壁を築造できます。

高剛性の壁体で薄壁化が可能に
なり、岸壁背後の荷役スペース
が確保できる等、敷地の有効利
用が可能です。

また、内部で継手が連結してい
るため、地震による変形時でも
目地が開くことがありません。

河
川
有
効
幅

河
川
有
効
幅

広

狭

鋼管矢板

Jドメール®
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建設技術審査証明事業（先端建設技術）
技審証第202202号（一財）先端建設技術センター

２０２２年　９月　建設技術審査証明取得
（有効期限　２０２７年９月）

 

Jドメール®の部材仕様

C

A C

B

A

Jドメール®

添接板
(隅肉溶接）

直線形鋼矢板
の継ぎ目

H形鋼の継ぎ目

突合せ溶接（開先加工)範囲

ｘ

ｘ

X-X

参 考

Jドメール®の縦継ぎ仕様は、現場溶接縦継ぎ方式を基本とします。
（土中に本設構造物を設置する場合は、溶接縦継ぎ方式が基本となります。）

B

縦継ぎ仕様の例

コーナー部仕様 第三者機関による評価

Jドメール®
添接板

※仮設にてJドメール®
　を使用する場合、
　ボルト接続方式も
　使用できます。

Ｈ形鋼に爪を溶接

隅角部は、異形のJドメール®を製作することで
対応が可能です。

コーナー部
仕様の一例
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